バンコックにおける華僑社会の構造 : 泰国中華総商会について(三) by 内田 直作 et al.
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そ
の
職
能
分
析
　
泰
国
中
華
総
商
会
は
、
経
済
的
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
的
団
体
と
し
て
の
七
属
団
体
（
潮
州
・
客
属
・
広
肇
・
海
南
・
福
建
・
江
浙
・
台
湾
）
か
ら
選
出
の
五
一
名
の
董
事
達
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
経
済
的
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
職
能
、
さ
ら
に
ひ
い
て
は
政
治
的
職
能
は
国
王
の
訓
示
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
上
は
政
治
的
交
渉
機
関
と
し
て
も
、
七
属
の
共
同
提
携
の
も
と
に
機
能
し
て
い
く
場
合
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
各
郷
属
団
体
が
、
こ
れ
ま
で
詳
述
し
て
き
た
ご
と
く
、
言
語
・
慣
習
・
経
済
活
動
に
も
分
業
的
構
造
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
的
、
社
会
的
に
学
校
・
医
院
・
墓
地
等
生
死
を
と
も
に
終
始
す
る
共
同
体
制
的
な
自
治
機
構
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
連
合
し
て
上
位
に
集
成
団
体
と
し
て
の
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
を
組
織
し
て
、
一
時
的
で
な
く
、
恒
久
的
な
互
助
自
　
　
　
　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
－55－
治
機
構
の
拡
大
強
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
　
右
の
総
商
会
は
、
七
属
各
商
工
業
者
の
工
商
業
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
に
福
利
の
増
進
、
公
共
慈
善
事
業
へ
の
賛
助
協
力
を
借
し
ま
な
い
。
ま
た
、
商
事
の
争
執
に
際
し
て
は
、
公
け
の
裁
判
に
出
訴
す
る
こ
と
な
く
、
総
商
会
附
設
の
「
商
事
公
断
処
」
で
、
二
〇
名
の
評
議
員
に
よ
っ
て
、
仲
裁
調
解
せ
し
め
て
い
る
。
　
イ
　
経
済
的
職
能
＝
中
華
総
商
会
の
主
要
な
職
能
は
、
華
僑
経
済
の
成
長
、
発
展
と
と
も
に
経
済
的
側
面
に
お
か
れ
て
く
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
経
済
的
に
な
お
未
発
達
で
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
苦
力
貿
易
の
盛
行
し
た
時
期
か
ら
政
治
的
に
安
定
し
て
い
な
い
辛
亥
華
命
前
後
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
等
の
時
期
に
際
会
し
て
は
、
秘
密
結
社
（
明
順
・
群
英
・
洪
順
等
）
や
、
中
国
革
命
同
盟
会
、
さ
ら
に
諸
政
党
派
閥
の
対
立
抗
争
も
み
ら
れ
た
が
、
漸
次
華
僑
経
済
の
向
上
を
み
る
と
と
も
に
、
苦
力
労
働
者
層
に
基
盤
を
お
い
て
い
た
秘
密
結
社
も
後
退
し
、
総
商
会
の
政
治
的
活
動
も
ま
た
緩
和
を
み
て
き
て
い
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
米
中
・
日
中
関
係
の
緩
和
は
、
反
共
的
態
度
に
終
始
し
て
き
て
い
た
タ
イ
国
の
政
治
関
係
に
も
微
妙
な
変
化
を
き
た
し
、
タ
イ
中
貿
易
関
係
の
公
認
、
プ
ラ
ー
シ
ッ
ト
商
務
相
（
華
名
、
許
啓
茂
）
の
北
京
訪
問
に
も
順
応
し
て
、
泰
国
中
総
商
会
の
副
主
席
楊
錫
坤
（
潮
州
府
恵
来
県
、
崇
高
銀
行
総
経
理
）
に
か
わ
っ
て
、
左
翼
的
人
物
と
し
て
表
面
化
を
さ
け
て
い
た
季
子
綿
（
潮
州
府
普
寧
県
、
元
米
商
公
会
理
事
長
）
が
副
主
席
の
地
位
に
復
帰
し
た
こ
と
に
は
、
総
商
会
も
政
治
的
環
境
の
変
造
に
即
応
し
て
い
く
順
応
性
を
示
し
て
い
る
。
　
だ
が
、
一
応
総
商
会
の
政
治
活
動
は
表
面
的
に
承
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
こ
に
は
ま
ず
そ
の
本
来
の
経
済
面
の
活
動
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
　
タ
イ
国
政
府
側
は
、
中
華
総
商
会
を
タ
イ
国
内
の
商
業
団
体
で
あ
っ
て
、
何
れ
の
国
家
の
政
治
問
題
に
も
関
与
し
な
い
社
団
で
あ
－56－
り
、
何
ら
の
政
治
的
党
派
の
指
導
に
も
よ
ら
な
い
独
立
的
社
団
で
あ
り
、
タ
イ
国
の
法
律
を
遵
守
し
て
い
か
ね
ば
た
ら
な
い
。
華
僑
の
タ
イ
国
に
お
け
る
居
留
の
歴
史
は
長
く
、
タ
イ
人
と
の
通
婚
関
係
も
少
く
な
く
、
そ
の
経
済
活
動
に
関
し
て
は
、
タ
イ
人
と
華
僑
を
同
等
に
保
護
し
、
岐
視
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
既
述
タ
イ
国
皇
帝
の
訓
示
の
う
ち
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
総
商
会
の
現
在
の
沙
呑
路
へ
の
移
転
当
時
か
ら
、
土
地
の
四
割
は
「
火
暦
公
会
」
が
占
め
、
他
の
六
割
が
総
商
会
に
所
属
し
、
タ
イ
国
に
お
け
る
精
米
業
の
優
位
性
を
反
映
し
て
い
た
。
今
日
で
も
、
「
米
商
公
会
」
が
総
商
会
地
域
内
に
あ
る
。
　
最
近
年
で
は
、
第
四
回
亜
州
華
商
貿
易
会
議
、
第
二
回
世
界
華
商
航
業
会
議
等
が
、
総
商
会
の
「
光
華
堂
」
で
開
か
れ
、
タ
イ
国
産
品
の
海
外
輸
出
に
力
を
い
れ
て
い
る
。
「
中
華
国
貨
陳
列
館
」
、
郷
土
の
中
国
地
方
の
商
品
の
販
売
の
促
進
を
も
は
か
っ
て
い
る
。
別
に
、
「
商
品
検
験
処
」
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
清
末
変
法
自
強
説
の
富
国
強
兵
政
策
の
一
環
と
し
て
の
所
産
で
あ
る
総
商
会
も
、
当
然
そ
の
章
程
「
第
二
条
」
に
よ
っ
て
、
工
商
業
の
促
進
と
対
外
工
商
業
の
発
展
の
た
め
の
「
工
商
業
委
員
会
」
が
本
稿
∽
（
第
九
一
頁
）
に
お
い
て
列
示
し
た
通
り
、
二
七
職
種
に
わ
た
っ
て
附
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
行
為
糾
粉
の
公
平
な
調
停
和
解
の
た
め
の
「
商
事
公
断
処
」
は
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
九
月
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
。
　
国
際
的
な
大
会
議
の
開
催
に
際
し
て
は
、
蒋
総
統
や
、
タ
イ
国
の
元
国
務
院
長
他
儂
（
華
裔
）
元
師
ら
の
訓
示
が
あ
り
、
中
国
的
色
彩
は
な
お
つ
よ
く
保
持
し
て
、
「
中
華
」
総
商
会
の
立
場
を
保
守
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
み
す
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
タ
イ
経
済
の
筆
頭
一
次
産
業
が
生
産
量
・
輸
出
高
に
お
い
て
米
穀
で
あ
る
だ
け
に
、
歴
代
商
会
長
に
は
、
張
蘭
臣
（
潮
州
潮
安
県
出
身
）
や
、
陳
守
明
（
潮
州
饒
平
県
出
身
）
、
蟻
光
炎
（
潮
州
澄
海
県
出
身
）
ら
の
韓
江
系
の
米
業
の
鉅
子
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
現
在
の
会
長
の
黄
作
明
（
潮
州
澄
海
県
出
身
）
も
同
様
「
韓
紅
派
」
（
潮
安
・
饒
平
・
澄
海
・
の
三
県
）
で
、
泰
国
米
商
公
会
の
主
－57－
席
で
も
あ
る
。
　
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
筆
順
の
米
穀
輸
出
国
と
し
て
終
始
し
て
き
た
タ
イ
国
も
最
近
の
米
価
高
イ
ン
フ
レ
か
ら
し
て
、
一
時
は
輸
出
禁
止
、
最
近
は
輸
出
制
限
の
政
策
す
ら
採
用
さ
れ
、
米
穀
業
の
地
位
も
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
韓
江
派
勢
力
の
漸
次
的
後
退
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
　
鯖
江
派
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
本
店
を
設
置
し
て
い
た
「
四
海
通
銀
行
＝
T
r
吻
o
回
汐
a
c
o
自
n
u
n
i
c
a
t
i
o
n
B
a
n
k
L
t
d
･
」
が
昨
年
「
華
僑
銀
行
（
福
建
系
）
＝
T
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m
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払
込
資
本
金
、
六
、
〇
〇
〇
万
Ｓ
・
Ｄ
」
に
完
全
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
そ
の
一
証
佐
と
い
え
よ
う
。
　
第
二
位
の
邦
派
と
も
み
ら
れ
て
き
た
「
榕
江
派
」
（
潮
湯
・
掲
湯
・
普
寧
の
三
県
）
の
中
心
人
物
は
陳
弼
臣
（
潮
州
潮
湯
県
出
身
、
一
九
一
〇
年
生
）
で
あ
っ
て
、
彼
は
中
華
総
商
会
で
は
韓
江
派
の
下
位
に
あ
っ
て
、
ま
だ
会
長
・
副
会
長
の
要
職
に
つ
い
た
こ
と
は
な
く
、
漸
く
会
董
と
し
て
参
加
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
日
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
最
大
華
僑
系
財
閥
の
指
導
者
と
い
え
る
。
　
彼
は
タ
イ
国
の
四
大
輸
出
商
品
（
米
・
ゴ
ム
・
錫
・
木
材
）
の
う
ち
、
バ
ン
コ
ッ
ク
木
業
有
限
公
司
を
創
設
し
て
木
業
か
ら
事
業
経
営
を
開
始
し
、
つ
い
で
榕
江
系
の
亜
州
連
合
有
限
公
司
=
　
A
s
i
a
T
回
ほ
の
経
営
に
参
加
し
、
五
金
・
保
険
・
倉
庫
・
信
託
業
等
多
角
的
に
諸
事
業
を
拡
大
し
、
こ
と
に
「
盤
谷
銀
行
」
＝
T
h
e
B
a
n
g
k
o
k
B
a
n
k
L
t
d
.
=
（
一
九
四
四
年
創
立
、
資
本
金
九
五
四
、
七
二
八
、
九
七
二
・
六
一
バ
ー
ツ
＝
一
九
七
二
年
末
現
在
）
を
主
宰
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ン
コ
ッ
ク
系
」
と
し
て
バ
ン
コ
ッ
ク
経
済
を
支
配
し
、
ス
リ
オ
ン
路
に
は
「
建
銀
行
」
と
「
亜
州
」
の
両
大
ビ
ル
さ
え
建
設
し
た
。
米
業
不
振
に
よ
る
韓
江
系
の
後
退
に
反
し
て
銀
行
業
界
を
中
心
と
し
て
、
榕
江
系
の
括
頭
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
　
　
「
韓
江
系
」
は
、
余
子
亮
（
潮
州
饒
平
県
出
身
）
を
中
心
と
し
て
、
「
京
華
銀
行
」
（
一
九
五
〇
年
設
立
、
資
本
金
一
七
九
、
〇
〇
〇
、
〇
－58－
○
○
バ
ー
ツ
＝
一
九
七
一
年
度
現
在
）
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
、
「
盤
谷
銀
行
系
」
に
比
較
す
る
と
問
題
と
な
ら
な
い
。
　
　
「
京
華
銀
行
」
は
バ
ン
コ
ッ
ク
に
分
行
一
九
行
、
タ
イ
国
内
分
行
四
行
で
、
国
外
に
は
ホ
ン
コ
ン
に
漸
く
一
分
行
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
「
盤
谷
銀
行
」
は
首
都
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
分
行
は
四
八
行
、
国
内
各
地
の
そ
れ
は
北
部
一
一
行
、
東
北
部
一
三
行
、
南
部
一
三
行
、
中
部
一
八
行
、
計
五
五
行
を
算
し
、
海
外
分
行
は
、
ロ
ン
ド
ン
・
東
京
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ホ
ン
コ
ン
（
四
行
）
・
サ
イ
ゴ
ン
（
二
行
）
・
シ
ョ
ロ
ン
・
台
北
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
二
行
）
、
大
阪
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
計
一
六
行
に
お
よ
び
、
そ
の
商
業
金
融
の
活
動
範
域
は
「
京
華
系
」
＝
大
地
系
を
圧
倒
し
て
い
る
。
　
こ
の
「
盤
谷
銀
行
」
の
急
激
な
発
展
の
裏
面
に
は
、
昨
年
十
月
十
五
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
ま
で
は
、
董
事
長
が
追
放
さ
れ
た
プ
ラ
パ
ー
ト
副
首
相
で
あ
り
、
商
業
省
大
臣
と
し
て
北
京
と
も
往
来
を
し
て
著
名
な
プ
ラ
シ
ッ
ト
（
華
名
、
許
啓
茂
）
も
董
事
の
う
ち
に
参
加
し
、
そ
の
ほ
か
、
大
蔵
大
臣
・
立
法
院
議
長
・
前
経
済
省
長
・
前
工
業
省
長
等
の
上
層
官
僚
層
が
董
事
局
に
参
加
し
て
お
り
、
「
官
民
合
弁
」
と
も
い
う
べ
き
経
営
形
態
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
う
る
。
　
事
実
上
の
企
業
者
と
し
て
の
「
陳
弼
臣
」
は
副
董
事
長
の
地
位
に
甘
ん
じ
、
そ
の
子
「
陳
有
漢
」
ら
は
常
務
董
事
と
し
て
経
営
の
実
際
に
当
っ
て
い
た
。
だ
が
、
昨
年
十
月
十
五
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
、
プ
ラ
パ
ー
ト
副
首
相
以
下
の
官
僚
達
は
董
事
局
か
ら
姿
を
消
し
、
そ
の
後
「
陳
弼
臣
」
が
董
事
長
に
就
任
し
、
官
府
側
と
の
連
携
は
一
応
た
ち
き
ら
れ
て
い
る
。
　
最
近
年
「
京
華
系
」
（
大
地
系
）
を
圧
倒
し
て
の
「
バ
ン
コ
ッ
ク
系
」
勢
力
の
急
上
昇
は
、
タ
ノ
ム
元
師
（
元
首
相
）
と
プ
ラ
パ
ー
ト
元
師
（
副
首
相
）
の
外
地
へ
の
脱
出
と
と
も
に
、
今
後
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
は
容
易
に
予
断
を
許
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
　
だ
が
、
他
面
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
前
述
の
通
り
「
韓
江
系
」
の
「
四
海
通
銀
行
」
が
福
建
帑
支
配
の
「
華
僑
銀
行
」
に
吸
収
さ
－59－
れ
終
り
、
一
方
「
バ
ン
コ
ッ
ク
系
」
は
「
盤
谷
銀
行
」
以
外
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
本
拠
を
お
く
「
華
連
銀
行
」
＝
O
v
e
r
s
e
£
L
g
U
n
i
o
nB
a
n
k
L
t
d
･
（
払
込
資
本
金
二
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ｓ
ド
ル
）
を
、
一
九
四
九
年
二
月
五
日
、
榕
江
系
の
連
瀛
州
＝
‥
r
a
べ
F
c
r
o
ﾛ
（
潮
州
潮
陽
県
出
身
一
九
〇
六
年
出
生
）
を
総
経
理
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
際
金
融
中
心
地
の
海
岸
に
面
し
た
シ
ェ
ン
ト
ン
・
ウ
ェ
イ
に
設
立
し
、
そ
の
資
本
の
一
〇
〇
％
所
有
の
従
属
（
子
）
会
社
に
は
次
の
通
り
の
も
の
が
あ
る
。
　
榕
江
派
の
連
瀛
州
を
中
心
と
す
る
「
華
連
系
」
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
華
連
銀
行
の
ほ
か
に
、
資
本
額
の
一
〇
〇
％
支
配
に
よ
る
多
数
の
子
会
社
を
兼
営
を
し
て
、
有
力
な
「
華
連
機
構
」
を
形
成
し
、
経
済
的
発
展
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
－60－
　
他
方
、
バ
ン
コ
ッ
ク
韓
江
派
の
い
わ
ゆ
る
「
京
華
系
」
、
も
し
く
は
「
大
地
系
」
は
、
京
華
銀
行
の
董
事
長
「
余
子
亮
」
（
潮
州
饒
平
県
出
身
、
七
五
才
）
を
中
心
と
し
て
、
董
事
総
経
理
鄭
午
楼
（
潮
州
潮
湯
県
出
身
、
五
八
才
）
の
み
は
榕
江
系
で
あ
る
が
、
他
の
董
事
達
は
何
れ
も
韓
江
系
で
あ
っ
て
、
そ
の
活
動
範
域
は
国
外
で
は
香
港
に
分
行
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
近
の
「
榕
江
系
」
の
盤
谷
銀
行
や
華
連
銀
行
の
ご
と
く
、
官
府
と
連
結
し
、
国
際
的
な
発
展
を
み
る
進
歩
性
に
は
か
け
て
い
る
。
　
だ
が
、
泰
国
中
華
総
商
会
の
指
導
層
は
、
依
然
と
し
て
韓
紅
派
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
、
最
近
で
は
榕
江
派
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
会
長
・
副
会
長
は
出
な
い
で
、
漸
く
陳
弼
臣
ら
以
下
会
董
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
　
本
稿
の
○
（
成
城
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
、
創
設
五
周
年
記
念
論
文
集
所
載
）
に
も
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
戦
前
本
国
の
汕
頭
に
お
け
る
「
万
年
豊
会
館
」
が
韓
江
流
域
の
「
海
澄
饒
」
（
潮
安
・
澄
海
・
饒
平
の
三
県
）
と
榕
江
流
域
の
「
潮
掲
普
」
（
潮
湯
・
掲
湯
・
普
寧
の
三
県
）
の
両
会
館
の
連
合
に
よ
り
上
位
集
成
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
中
華
総
商
会
に
も
相
似
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
、
伝
統
的
凝
固
性
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
い
た
が
、
最
近
年
で
は
総
商
会
の
指
導
層
が
韓
江
派
に
掌
握
さ
れ
る
一
面
、
経
済
面
で
は
、
榕
江
派
の
進
出
を
み
、
潮
州
留
の
支
配
す
る
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
社
会
に
お
い
て
両
派
の
対
立
は
多
少
の
変
型
化
を
み
て
き
て
い
る
。
　
こ
の
両
派
の
対
立
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
華
総
商
会
の
場
合
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
、
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
民
国
十
・
十
一
両
年
第
十
三
届
職
員
表
」
（
一
九
二
一
ー
二
年
度
）
に
よ
れ
ば
、
会
長
以
下
職
員
計
三
八
名
の
う
ち
、
福
建
部
一
五
名
、
満
州
県
二
一
名
、
広
肇
精
七
名
、
客
家
留
三
名
、
海
南
帑
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
　
右
の
う
ち
、
満
州
部
二
一
名
は
全
部
「
韓
江
沢
」
に
属
し
て
お
り
、
当
時
の
同
総
商
会
長
の
「
林
義
順
」
（
澄
海
県
、
ゴ
ム
・
土
産
・
不
動
産
業
）
も
韓
江
系
で
あ
っ
て
、
同
派
の
全
盛
時
期
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
後
年
の
「
新
嘉
坡
中
華
紀
商
会
第
三
十
三
届
職
員
表
」
－61－
　
（
一
九
六
五
・
六
年
度
）
に
よ
れ
ば
、
名
誉
会
長
以
下
五
六
名
の
う
ち
、
福
建
偕
二
五
名
、
潮
州
偕
一
四
名
、
客
家
偕
六
名
、
三
江
帚
四
名
、
広
肇
精
三
名
、
福
州
帑
三
名
、
海
南
帑
一
名
、
計
五
六
名
の
う
ち
、
潮
州
精
一
四
名
の
内
訳
は
、
韓
江
派
八
名
、
榕
江
派
四
名
、
不
明
二
名
で
、
榕
江
派
の
出
現
と
抬
頭
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
第
三
六
届
（
一
九
七
一
ｌ
二
年
度
）
に
は
連
瀛
州
（
潮
陽
県
・
華
連
銀
行
総
理
）
と
葉
平
玉
（
普
寧
県
、
崇
僑
銀
行
経
理
）
の
両
名
が
総
商
会
の
六
名
の
う
ち
の
名
誉
会
長
と
な
り
、
榕
江
派
の
登
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
他
方
韓
江
系
は
陳
錫
九
（
潮
安
県
、
四
海
通
銀
行
総
理
）
の
一
名
の
み
が
名
誉
会
長
の
地
位
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
同
派
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
「
四
海
通
銀
行
」
は
、
現
在
既
述
の
通
り
福
建
系
の
「
華
僑
銀
行
」
に
吸
収
さ
れ
終
っ
て
い
る
。
　
ロ
　
総
商
会
の
帑
別
的
構
造
＝
上
述
何
れ
に
も
せ
よ
、
何
が
故
に
総
商
会
が
業
精
別
に
構
成
さ
れ
な
い
で
郷
精
到
構
造
を
保
持
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
特
殊
的
構
造
の
理
解
の
た
め
に
十
分
な
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
一
応
検
対
し
て
お
こ
う
。
　
た
と
え
ば
、
上
述
し
て
き
た
ご
と
く
、
「
韓
江
系
」
は
「
京
華
銀
行
」
を
中
心
と
し
て
「
京
華
系
」
も
し
く
は
「
大
地
系
」
と
も
呼
称
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
初
期
イ
ギ
リ
ス
政
策
の
米
穀
備
蓄
を
窮
地
に
お
と
し
い
れ
た
強
力
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
韓
江
系
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
以
外
に
、
ペ
ナ
ン
で
ゴ
ム
・
米
・
酒
類
醸
造
業
等
に
進
出
し
て
い
た
林
連
登
（
潮
州
恵
来
県
出
身
、
一
八
七
二
ー
一
九
六
三
）
財
閥
と
も
密
接
な
連
携
を
保
持
し
て
い
た
。
　
今
日
で
も
米
穀
取
引
は
落
日
の
感
が
あ
る
が
、
米
商
公
会
員
五
七
家
の
う
ち
に
は
三
菱
（
泰
国
）
有
限
公
司
、
三
井
（
泰
国
）
有
限
公
司
の
邦
商
二
家
も
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
会
員
の
大
部
分
は
、
黄
作
明
（
澄
海
県
）
以
下
韓
江
系
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
「
榕
江
系
」
は
盤
谷
銀
行
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
身
の
「
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ト
ス
系
」
、
も
し
く
は
「
バ
ン
コ
ッ
ク
系
」
は
多
角
的
経
営
を
形
成
し
て
い
る
。
高
層
ビ
ル
・
保
険
・
倉
庫
・
信
託
業
等
の
近
代
的
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
通
じ
て
国
際
的
に
進
出
し
て
、
　
「
韓
江
系
」
に
比
較
し
て
近
代
性
の
色
彩
を
つ
よ
め
、
バ
ン
コ
ッ
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ホ
ン
コ
ン
等
の
各
地
に
お
い
て
、
「
韓
江
一62－
系
」
を
圧
倒
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
　
他
方
、
「
客
家
折
」
の
領
袖
の
伍
氏
の
初
代
伍
淼
源
（
嘉
応
州
梅
県
人
、
一
八
八
九
年
出
生
）
は
酒
席
か
ら
森
林
・
木
材
業
に
進
出
し
、
客
属
公
会
の
組
織
拡
大
に
尽
し
、
天
華
医
院
の
設
立
に
参
加
し
、
二
代
目
の
伍
佐
南
は
さ
ら
に
父
業
を
拡
大
し
て
、
精
米
・
製
材
・
汽
船
・
保
険
・
長
途
バ
ス
業
・
輸
出
入
業
等
を
創
設
し
て
、
海
外
の
上
海
・
広
州
・
汕
頭
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン
ド
・
香
港
・
ロ
ン
ド
ン
・
キ
ュ
ー
バ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
等
に
分
行
、
な
い
し
は
代
理
店
を
設
置
し
、
経
済
勢
力
の
扶
殖
の
ほ
か
、
客
属
公
会
長
、
倫
閒
連
歓
社
の
創
設
、
宏
育
学
校
の
維
持
独
力
担
任
、
中
華
職
業
学
校
の
創
設
等
客
家
集
団
の
公
益
事
業
に
熱
情
を
傾
け
た
。
そ
の
子
の
伍
伯
林
・
伍
竹
林
・
伍
克
誠
・
伍
励
民
、
伍
啓
芳
（
女
子
）
等
何
れ
も
経
済
的
、
社
会
的
に
有
力
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
酒
楼
と
し
て
は
海
天
酒
楼
、
「
伍
東
伯
（
佐
南
の
弟
）
有
限
公
司
」
の
ほ
か
、
「
藍
三
森
林
公
司
」
、
「
泰
華
農
民
銀
行
」
（
一
九
四
五
・
七
・
ハ
創
立
）
董
事
総
経
理
に
は
伍
柏
林
が
歴
任
し
、
客
家
集
団
の
中
心
銀
行
と
し
て
、
米
業
・
貿
易
方
面
よ
り
も
農
業
・
林
業
方
面
に
重
点
を
お
い
て
発
展
し
、
い
わ
ゆ
る
「
藍
三
機
構
」
を
形
成
し
て
い
る
。
客
家
集
団
は
ま
さ
に
伍
氏
一
族
を
中
心
と
し
て
経
済
的
・
社
会
的
に
集
団
化
さ
れ
、
発
展
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
。
　
ハ
　
海
南
籾
の
場
合
＝
海
南
折
に
つ
い
て
は
、
神
戸
大
学
国
民
経
済
雑
誌
第
一
二
六
巻
、
第
四
号
（
昭
和
四
七
・
一
〇
月
刊
行
）
に
お
い
て
、
海
南
島
文
昌
県
出
身
の
大
姓
の
同
郷
会
に
ひ
と
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。
　
歴
史
的
に
は
、
女
性
の
進
出
が
本
世
紀
一
九
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
禁
止
さ
れ
、
海
南
鳥
人
男
子
の
農
閑
期
の
一
時
的
出
稼
労
働
者
が
多
く
、
経
済
的
に
は
各
折
中
最
低
位
に
あ
っ
て
、
漸
く
小
食
品
店
か
、
什
貸
店
を
経
営
し
、
成
功
者
は
そ
れ
ら
の
上
位
に
製
氷
・
飲
料
水
製
造
業
、
漁
業
に
従
事
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
南
系
夜
学
校
が
南
洋
共
産
党
の
温
床
と
さ
え
い
わ
れ
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
経
済
的
上
昇
は
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
バ
ン
コ
ッ
ク
海
南
折
の
領
袖
陳
来
復
（
文
昌
県
錦
山
郷
人
・
秦
国
海
南
－63一
会
館
理
事
長
）
は
バ
ン
コ
ッ
ク
最
大
の
珍
平
酒
楼
を
経
営
し
て
い
る
。
本
柳
に
は
酒
店
を
経
営
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
支
配
的
な
業
種
は
火
鋸
（
製
材
）
業
で
あ
っ
て
、
泰
国
中
華
総
商
会
の
促
進
工
商
業
委
員
会
の
う
ち
「
火
鋸
組
委
員
会
」
は
海
南
島
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
国
の
四
大
商
品
の
う
ち
の
木
材
か
ら
外
国
資
本
が
排
除
さ
れ
、
タ
イ
籍
の
海
南
島
人
の
掌
中
に
帰
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
力
の
上
昇
と
と
も
に
建
築
・
造
船
・
布
行
・
製
氷
・
西
薬
業
業
等
の
各
業
種
に
も
多
角
的
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
は
他
の
各
柳
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
バ
ン
コ
ッ
ク
各
地
の
古
び
た
天
后
聖
母
を
祭
祀
す
る
寺
廟
が
、
今
日
で
は
近
代
的
建
築
と
し
て
改
装
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
も
本
柳
の
地
位
向
上
を
反
映
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
な
お
総
商
会
で
は
、
潮
州
・
客
家
系
が
要
職
に
つ
き
、
会
董
五
一
名
の
う
ち
漸
く
三
名
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
ニ
　
そ
の
他
の
各
帑
の
場
合
＝
泰
国
中
華
総
商
会
の
会
董
数
は
計
五
一
名
で
、
明
ら
か
に
潮
州
柳
と
み
ら
れ
る
も
の
二
八
名
で
過
半
数
を
占
め
、
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
客
家
七
名
、
広
肇
柳
四
名
、
海
南
柳
三
名
、
福
建
柳
二
名
、
台
湾
偕
二
名
、
三
江
邦
一
名
、
不
明
三
名
で
、
故
国
の
か
つ
て
の
「
万
年
豊
会
館
」
と
同
様
、
「
韓
江
系
」
と
「
榕
江
系
」
の
経
済
的
活
動
が
き
わ
た
っ
て
い
る
。
他
の
小
柳
の
う
ち
、
「
福
建
柳
」
は
茶
業
組
委
員
会
を
牛
耳
っ
て
お
り
、
皮
業
組
委
員
会
は
豊
順
県
出
身
の
客
家
集
団
の
掌
中
に
あ
り
、
縫
業
組
委
員
会
も
客
家
柳
支
配
で
あ
る
。
職
業
組
委
員
会
に
は
「
広
肇
系
」
が
目
立
っ
て
お
り
、
「
三
江
系
」
は
家
具
業
へ
の
進
出
が
み
ら
れ
る
。
「
台
湾
帑
」
は
日
本
資
本
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ュ
ア
ー
に
経
済
活
動
の
基
盤
を
お
い
て
い
る
。
職
種
と
出
身
地
域
の
固
定
化
は
後
退
し
て
き
て
い
る
が
、
な
お
若
干
の
残
存
を
み
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
　
中
華
総
商
会
が
完
全
に
経
済
的
団
体
と
し
て
換
骨
脱
胎
し
え
な
い
こ
と
は
、
大
き
な
華
僑
経
済
社
会
問
題
の
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
い
え
よ
う
。
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「
郷
将
」
は
言
語
と
慣
習
の
相
違
す
る
人
種
的
集
団
=
　
l
:
i
.
t
n
n
i
c
u
r
o
u
p
と
も
解
釈
さ
れ
、
事
実
上
告
地
域
別
の
相
違
に
は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
上
層
階
級
か
ら
下
層
階
級
に
お
よ
ぶ
ほ
ど
、
そ
の
識
別
は
顕
著
に
み
か
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
た
と
え
ば
タ
イ
国
で
は
、
タ
イ
語
教
育
と
、
中
国
語
の
「
普
通
話
」
の
普
及
に
よ
っ
て
、
言
語
別
相
違
も
著
し
く
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現
に
泰
国
中
華
総
商
会
で
は
「
土
語
」
で
な
く
、
「
普
通
語
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
　
「
慣
習
」
に
つ
い
て
も
、
仏
教
国
の
タ
イ
国
の
場
合
と
中
国
と
の
慣
習
に
は
共
通
的
な
も
の
が
少
く
な
い
。
三
月
の
清
明
節
、
五
月
五
日
の
端
午
節
の
竜
船
の
競
渡
船
、
七
月
の
中
元
節
等
の
年
中
慣
習
諸
行
事
に
も
相
互
に
何
ほ
ど
か
の
共
通
点
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
　
こ
と
に
、
中
国
人
社
会
各
柳
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
く
相
互
に
何
ら
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
宗
教
的
に
は
、
中
国
の
民
間
社
会
に
は
儒
・
仏
・
道
の
混
成
宗
教
が
今
日
に
い
た
る
ま
で
支
配
的
で
あ
る
。
儒
教
・
仏
教
・
道
教
に
よ
っ
て
各
相
違
す
る
こ
と
ろ
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
少
数
民
族
と
し
て
の
回
教
徒
は
な
お
清
真
寺
院
を
残
存
せ
し
め
、
海
外
で
も
た
と
え
ば
マ
ニ
ラ
に
は
馬
姓
の
回
教
徒
団
体
の
存
在
も
み
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
も
み
ら
れ
る
。
儒
教
は
清
朝
末
ま
で
の
科
挙
の
制
の
行
わ
れ
た
こ
ろ
に
は
、
民
間
社
会
に
も
僧
堂
で
の
四
書
五
経
の
学
習
は
盛
ん
で
あ
っ
た
し
、
孔
廟
の
祭
祀
は
天
子
か
、
欽
差
の
諸
秀
才
ら
と
と
も
に
行
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
庶
民
に
妄
り
に
窺
探
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
儒
教
は
民
間
社
会
の
家
父
長
制
の
原
典
と
し
て
有
力
な
作
用
を
お
よ
ぼ
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
　
仏
教
と
道
教
に
つ
い
て
も
、
各
布
そ
れ
ほ
ど
の
相
違
を
み
な
い
。
年
中
行
事
も
三
月
の
清
明
節
・
城
障
廟
・
土
地
宮
（
福
徳
正
神
）
天
后
聖
母
（
清
俗
紀
開
巻
十
二
県
社
の
条
に
よ
れ
ば
、
宋
朝
建
隆
元
年
＝
九
六
〇
年
三
月
二
十
三
日
誕
生
、
二
八
才
重
陽
の
曰
に
神
と
化
し
、
眉
州
の
高
山
よ
り
昇
天
し
て
世
々
神
霊
感
応
著
し
く
、
信
仰
す
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
）
、
関
帝
（
祭
日
五
月
十
三
日
、
武
廟
と
呼
称
す
る
。
）
・
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中
元
節
（
七
月
盆
）
・
臘
ハ
（
十
二
月
八
日
）
等
の
仏
教
・
道
教
の
年
中
行
事
は
各
務
と
も
共
通
し
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
。
　
華
僑
社
会
に
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
増
加
を
み
て
き
て
い
る
が
、
ビ
ル
マ
の
カ
レ
ン
族
＝
K
a
r
e
n
s
の
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
教
（
バ
プ
テ
イ
ス
ト
）
徒
集
団
と
し
て
自
主
独
立
、
本
国
政
府
に
対
し
て
す
ら
非
妥
協
的
態
度
を
固
守
す
る
よ
う
な
事
例
は
そ
こ
に
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
。
　
こ
こ
で
、
筆
者
の
念
頭
に
う
か
ぶ
の
は
、
血
緑
、
地
縁
の
自
然
的
人
的
諸
結
合
関
係
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
前
者
の
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
常
に
こ
れ
に
説
き
お
よ
ぶ
こ
と
を
躊
躇
し
て
今
日
に
お
よ
ん
だ
が
、
郷
智
別
構
成
に
お
い
て
崩
壊
し
さ
っ
た
と
み
ら
れ
る
血
縁
的
結
合
関
係
の
も
つ
意
義
は
海
外
の
中
国
人
社
会
で
は
、
な
お
強
固
な
も
の
が
潜
在
し
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
う
る
。
　
那
智
制
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
姓
氏
団
体
が
互
解
し
、
成
員
の
生
活
の
安
全
を
保
障
す
る
力
を
失
い
、
地
域
団
体
が
姓
氏
団
体
に
か
わ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、
姓
氏
団
体
が
崩
壊
す
れ
ば
、
民
衆
が
こ
れ
に
か
わ
る
「
郷
偕
」
を
組
織
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
の
見
解
が
一
般
的
に
み
ら
れ
る
。
　
だ
が
、
中
国
人
社
会
で
は
、
国
内
の
自
然
的
・
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
不
安
定
要
因
に
よ
っ
て
海
外
へ
の
流
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
際
に
、
血
縁
的
姓
氏
団
体
、
な
い
し
は
同
姓
村
落
の
出
身
者
達
が
、
異
国
へ
徒
手
空
拳
で
流
亡
す
る
際
、
自
存
自
衛
、
民
衆
生
活
互
助
の
た
め
、
近
接
の
同
姓
村
落
員
達
は
血
縁
的
に
結
合
し
て
、
そ
れ
ら
が
連
合
し
て
郷
智
を
構
成
す
る
場
合
が
自
然
の
経
過
の
ご
と
く
観
察
さ
れ
う
る
。
　
姓
氏
団
体
の
崩
壊
に
か
わ
っ
て
地
域
団
体
が
成
立
す
る
と
の
西
欧
史
的
見
解
は
、
そ
の
ま
ま
中
国
人
、
こ
と
に
異
国
に
流
亡
し
た
華
僑
社
会
の
場
合
に
つ
い
て
採
用
し
え
な
い
し
、
妥
当
し
な
い
と
信
ず
る
。
華
僑
社
会
で
は
血
縁
的
・
地
縁
的
な
自
然
的
人
的
結
合
関
係
が
な
お
有
力
に
支
配
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
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バ
ン
コ
ッ
ク
の
海
南
会
館
は
海
南
島
小
地
区
の
文
昌
県
の
諸
大
姓
の
集
合
団
体
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。
（
神
戸
大
学
国
民
経
済
雑
誌
、
第
一
二
六
巻
、
第
四
号
、
昭
和
4
7
・
1
0
）
。
ラ
ン
グ
ー
ン
の
六
大
姓
の
結
集
に
よ
る
福
建
公
司
、
ペ
ナ
ン
の
五
大
姓
に
よ
る
福
建
公
司
（
本
誌
、
第
四
十
五
号
、
昭
和
4
9
・
３
）
に
も
明
確
に
さ
れ
う
る
。
　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
宵
陽
会
館
は
黄
姓
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。
（
本
誌
第
十
八
号
、
昭
3
8
同
・
1
1
）
。
地
域
的
結
合
と
し
て
の
郷
聊
の
内
部
に
は
血
縁
的
結
合
が
根
づ
よ
く
浸
透
し
て
お
り
、
後
者
の
崩
壊
に
か
わ
っ
て
、
前
者
が
成
立
し
た
と
の
見
解
は
華
僑
社
会
の
場
合
に
は
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
人
社
会
は
四
ｌ
五
人
の
核
家
族
が
支
配
的
と
な
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
互
助
ギ
ル
ド
と
し
て
の
「
郷
将
」
の
成
立
を
み
た
と
す
る
の
は
、
西
欧
社
会
は
論
外
に
お
く
と
し
て
も
、
中
国
人
社
会
の
実
態
と
は
離
れ
た
見
解
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
　
　
「
郷
聊
」
を
仔
細
に
観
察
す
る
場
合
、
血
縁
的
な
姓
氏
団
体
の
連
合
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
少
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
姓
氏
団
体
の
習
俗
が
郷
聊
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
上
位
の
「
中
華
総
商
会
」
に
も
、
経
済
的
職
能
以
外
に
、
姓
氏
団
体
の
社
会
互
助
機
能
と
し
て
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
も
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
　
今
、
こ
こ
で
詳
説
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
一
例
と
し
て
姓
氏
団
体
の
職
能
が
、
漸
次
上
位
団
体
へ
も
い
か
に
踏
襲
さ
れ
て
き
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
尤
氏
族
譜
」
（
同
治
戊
辰
重
修
）
所
載
の
祠
規
を
参
考
の
た
め
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
祠
　
規
　
　
　
「
早
完
国
課
」
こ
こ
で
は
政
府
側
か
ら
徴
収
さ
れ
る
銭
糧
を
期
限
に
遅
れ
ず
完
納
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
　
　
「
祭
祀
祖
先
」
春
秋
二
祭
に
備
え
も
の
を
し
、
清
明
前
後
に
は
日
を
ト
し
て
掃
幕
し
、
怠
り
な
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
　
　
　
「
修
葺
祠
宇
」
祠
宇
の
修
葺
掃
除
潔
浄
に
す
る
こ
と
。
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「
孝
順
父
母
」
父
母
は
人
の
根
本
で
あ
り
、
父
母
の
労
に
報
い
な
い
こ
と
は
天
地
の
恩
に
背
く
も
の
で
あ
っ
て
、
容
赦
な
く
重
　
　
懲
す
る
こ
と
。
　
　
「
友
愛
兄
弟
」
兄
弟
は
手
足
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
幸
不
幸
に
際
し
て
も
、
同
気
の
誼
み
を
全
う
す
る
こ
と
。
　
　
「
教
訓
子
孫
」
子
孫
が
農
工
商
買
に
な
っ
て
も
、
教
育
は
必
要
で
あ
っ
て
、
遊
手
好
閒
の
徒
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
さ
　
　
と
し
て
い
る
。
　
　
「
憐
恤
孤
寡
」
窮
民
・
孤
児
・
寡
婦
の
よ
る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
の
救
済
に
つ
く
す
こ
と
。
　
　
「
委
任
老
成
」
族
事
は
族
中
の
老
成
の
も
の
を
え
ら
ん
で
祠
務
を
経
管
せ
し
め
る
こ
と
。
　
　
「
勧
息
争
訟
」
で
き
る
う
限
り
争
い
を
さ
り
、
族
中
の
理
論
を
公
庭
に
も
ち
だ
せ
ば
、
族
産
を
蕩
廃
せ
し
め
る
か
ら
、
族
中
人
　
　
は
つ
と
め
て
排
難
解
紛
に
つ
と
め
る
こ
と
。
　
　
「
禁
止
賭
博
」
賭
博
が
傾
家
蕩
産
触
兇
殺
身
に
い
た
る
害
を
明
ら
か
に
し
、
族
中
の
子
弟
に
ぎ
び
し
く
警
醒
し
、
父
母
に
も
朝
　
　
夕
注
意
を
怠
ら
な
い
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
　
右
は
「
尤
氏
族
譜
」
か
ら
摘
録
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
祠
規
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
上
位
の
地
域
団
体
か
ら
、
総
商
会
の
ご
と
き
上
位
集
成
団
体
に
ま
で
う
け
つ
が
れ
、
具
体
的
に
は
学
校
・
医
院
・
善
堂
・
墓
地
等
と
し
て
、
大
規
模
な
社
会
的
諸
施
設
が
自
治
的
に
各
精
領
袖
達
の
協
力
義
捐
に
よ
っ
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
互
助
、
時
と
し
て
は
外
侮
に
対
す
る
防
衛
体
体
を
展
開
し
、
各
社
団
と
そ
の
団
員
は
生
死
す
ら
と
も
に
す
る
協
同
体
制
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
核
心
に
は
血
縁
的
結
合
が
な
お
つ
よ
く
作
用
し
、
家
族
制
度
崩
壊
し
て
そ
れ
に
か
わ
っ
て
「
ギ
ル
ド
」
の
成
立
を
み
た
と
す
る
交
代
説
は
、
華
僑
社
会
の
実
態
を
仔
細
に
観
察
す
る
場
合
に
、
容
易
に
う
け
い
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
－68－
　
ま
た
、
ロ
ー
マ
法
型
の
社
団
、
も
し
く
は
法
人
が
そ
れ
を
構
成
す
る
個
体
か
ら
離
れ
た
別
個
の
存
存
で
あ
っ
て
、
団
体
と
団
体
員
と
の
関
係
は
、
団
体
と
団
体
員
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
に
ひ
と
し
い
と
の
ロ
ー
マ
型
法
人
と
は
符
節
を
合
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
各
個
体
が
分
裂
主
義
的
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
各
緊
密
な
連
鎖
関
係
を
も
つ
複
合
体
で
、
ゲ
ル
マ
ン
型
の
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
＝
G
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
　
な
お
、
こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
詳
説
の
余
裕
は
な
い
が
、
今
日
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
社
会
に
設
立
さ
れ
て
い
る
そ
の
最
下
位
の
基
盤
と
し
て
の
血
縁
的
結
合
と
し
て
の
姓
氏
団
体
は
「
宗
親
会
」
の
名
称
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
一
応
参
考
の
た
め
に
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
宗
　
親
　
会
」
（
１
）
泰
国
丁
氏
宗
親
総
会
（
２
）
泰
国
六
桂
堂
宗
親
総
会
（
３
）
泰
国
王
氏
宗
親
総
会
（
４
）
泰
国
丘
氏
宗
親
総
会
（
５
）
泰
国
朱
氏
宗
親
総
会
（
６
）
泰
国
何
盧
公
堂
公
祠
（
７
）
泰
国
巫
氏
宗
親
総
会
（
８
）
余
氏
宗
親
総
会
（
９
）
泰
国
李
氏
宗
親
総
会
（
1
0
）
泰
国
杜
氏
宗
親
総
会
（
1
1
）
泰
国
呉
氏
宗
親
総
会
（
1
2
）
泰
国
沈
氏
宗
親
総
会
（
1
3
）
泰
国
沈
氏
（
呉
興
発
祥
）
宗
親
総
会
（
1
4
）
泰
国
局
氏
宗
親
総
会
（
1
5
）
泰
国
林
氏
宗
親
総
会
（
1
6
）
泰
国
海
南
林
氏
宗
祠
（
1
7
）
侯
氏
宗
親
総
会
（
1
8
）
泰
国
洪
氏
宗
親
総
会
　
右
の
う
ち
に
は
、
同
姓
村
落
の
ご
と
く
地
域
的
結
集
力
の
つ
よ
い
も
の
と
、
地
域
的
に
開
放
的
の
も
の
と
あ
り
、
ま
た
大
姓
、
小
姓
の
区
別
等
も
あ
っ
て
、
若
干
の
差
別
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
次
に
、
学
校
・
寺
院
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
「
善
党
」
に
該
当
す
る
も
の
に
は
次
の
通
り
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
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泰
国
孫
氏
宗
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総
会
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0
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旅
泰
徐
氏
宗
親
総
会
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2
1
）
泰
国
馬
氏
宗
親
総
会
（
2
2
）
旅
泰
荘
氏
宗
親
総
会
（
2
3
）
泰
国
許
氏
宗
親
総
会
（
2
4
）
泰
国
陳
氏
宗
親
総
会
（
2
5
）
旅
逼
海
南
陳
家
社
（
2
6
）
榕
江
頴
川
宗
親
総
会
（
2
7
）
泰
国
郭
氏
宗
親
総
会
（
2
8
）
泰
国
黄
氏
宗
親
総
会
（
2
9
）
黄
氏
江
夏
慈
善
社
（
3
0
）
黄
氏
江
夏
堂
（
3
1
）
泰
国
梁
氏
宗
親
総
会
（
3
2
）
泰
国
楊
氏
宗
親
総
会
（
3
3
）
泰
国
熊
氏
宗
親
総
会
（
3
4
）
放
泰
蔡
氏
宗
親
総
会
（
3
5
）
泰
国
劉
氏
宗
親
総
会
（
3
6
）
泰
国
鄭
氏
宗
親
総
会
（
3
7
）
泰
国
謝
氏
宗
親
総
会
（
3
8
）
泰
国
鐘
氏
宗
親
総
会
（
3
9
）
泰
国
竜
岡
親
義
総
会
（
4
0
）
泰
国
羅
氏
宗
親
総
会
（
4
1
）
泰
国
蘇
氏
宗
親
総
会
（
4
2
）
泰
国
韓
氏
祖
祠
（
4
3
）
泰
国
符
氏
祖
祠
（
4
4
）
泰
京
呉
氏
宗
祠
（
4
5
）
泰
国
雲
氏
大
宗
祠
　
「
善
堂
・
医
院
」
は
各
郷
司
連
合
の
上
に
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
複
数
の
郷
司
、
ま
た
は
一
司
の
み
の
設
立
に
か
か
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
教
的
、
も
し
く
は
道
教
的
な
区
別
も
み
ら
れ
る
。
　
以
上
、
中
華
総
商
会
は
経
済
的
な
工
面
組
合
の
集
成
団
体
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
が
、
他
面
社
会
的
、
宗
数
的
に
伝
統
主
義
的
な
中
国
人
社
会
の
年
中
行
事
（
清
明
節
・
端
午
節
・
中
元
節
・
龍
親
船
・
天
后
節
・
重
陽
節
等
）
の
風
俗
を
厚
く
し
、
墓
地
・
学
校
・
排
難
解
紛
の
自
治
裁
判
、
困
窮
者
、
他
国
か
ら
の
避
難
者
、
災
害
等
に
際
し
て
は
万
般
の
救
済
方
針
を
遺
憾
な
ら
し
め
て
い
く
点
、
最
下
位
の
家
族
団
体
の
慣
習
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
が
商
工
組
合
の
集
成
団
体
と
し
て
よ
り
も
、
自
然
的
な
地
縁
に
よ
る
人
的
結
合
団
体
と
し
て
の
七
つ
の
地
方
別
郷
司
団
体
、
い
わ
ゆ
る
「
七
属
」
を
下
層
機
構
と
し
て
組
織
さ
れ
、
郷
事
に
通
達
す
る
「
有
銭
出
銭
有
力
出
力
」
の
任
侠
で
、
老
成
の
領
袖
を
選
出
し
て
、
経
済
的
諸
事
項
以
外
に
、
社
会
的
に
、
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堂
（
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）
泰
京
天
華
医
院
（
５
）
泰
国
道
徳
善
堂
（
６
）
泰
京
中
華
贈
医
所
（
７
）
泰
国
華
僑
互
助
社
（
８
）
北
撹
養
老
院
（
９
）
泰
国
崇
徳
善
堂
（
1
0
）
慶
徳
善
堂
（
1
1
）
曼
谷
慈
幼
院
（
１
９
Ｉ
）
泰
国
存
徳
慈
善
院
（
1
3
）
撻
肋
仔
聯
支
社
（
1
4
）
逼
羅
同
煕
社
（
1
5
）
泰
国
中
医
総
会
（
1
6
）
泰
国
三
盛
仁
徳
互
助
社
（
1
7
）
泰
国
誠
徳
善
堂
時
と
し
て
は
変
転
す
る
政
治
的
体
制
に
も
対
処
し
て
い
く
華
僑
社
会
総
体
の
た
め
の
自
力
救
済
機
構
と
し
て
、
上
層
の
政
治
的
支
配
機
構
か
ら
公
許
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
東
洋
的
に
「
潜
運
黙
移
」
の
う
ち
に
、
い
つ
し
か
有
力
に
機
能
し
て
今
日
に
お
よ
ん
で
き
た
も
の
と
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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